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第 2 章では，長鎖脂肪族第一級ハロゲン化合物としてトハロオクタン類を選び，これらのうち 1-ブ
ロモオクタンおよび 1 ーヨードオクタンはハロゲン化亜鉛存在下非プロトン性極性溶媒中でエチレン
オキシドと反応し 1 一( 2 ーハロエトキシ)オクタンを与えることを示している。さらに長鎖脂
肪族第二級ハロゲン化合物として第二級ハロオクタン類を選び，これらがハロゲン化亜鉛存在下無溶
媒条件でエチレンオキシドと反応し， 2 - (2 ーハロエトキシ)オクタン， 3 ー( 2 一ハロエトキシ)
























(4) カルボニル化合物とエポキシドとの反応による 1 ， 3ージオキソラン化合物の新しい合成法を開発




で合成が困難であったβーハロゲノエーテル誘導体や 1. 3- ジオキソラン誘導体の合成法を確立した
もので，多くの興味ある学術的知見を得ている。
また合成されたβーハロゲノエーテル誘導体やし3ージオキソラン誘導体は界面活性剤中間体として
また広くファインケミカルズの中間体として広範な応用が期待されるものであり，その成果は有機工
業化学や有機合成化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
つ』A吐? ?
